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北陸地方のキリスト教保育史
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４．禁酒運動とC.P.ホームズ
　栄冠幼稚園が園舎を焼失する約３年前の1914
（大正３）年10月に、宣教師C.P.ホームスが着任
した。ホームス夫人は幼稚園長として栄冠幼稚園
のほか、丸岡の緑幼稚園、敦賀幼稚園（大正５年
から休園していたが、大正７年６月に再開した）
の運営に携わり、各園の様子をJ.K.U.の年報で報
告している19。
　J.K.U.年報第15号（1921（大正10）年）の報
告では栄冠幼稚園は、子ども達や卒園児への禁酒
教育に重点を置いていた。その結果何軒かの家庭
から酒が追放された。また、J.K.U.年報第23号
（1929（昭和４）年）でも、幼稚園で酒の害につ
いて学んだ子どもが家で父親に断酒を訴え、その
熱意に動かされてついに父親が断酒したことをギ
レスピー 20が報告している。禁酒教育は幼稚園だ
けで行われたものではなく、矯風会の活動等社会
でも取り上げられており、福井県で宣教師
C.P.ホームスが果たした役割は大きい。その一端
を新聞記事より紹介する。
　1915（大正14）年10月26日に福井商業高等学
校で、「学生と酒」と題する講演がマーク・アー
ル・ショウによって行われ、その講演内容が福井
新聞の１面において同年11月２日から７日まで
６回にわたって連日紹介された。３回目に当たる
11月４日には１面の下半分の広告スペースの一角
に、安立宇吉なる者が「自今禁酒」との広告を載
せている（図６参照）21。
　これら一連の報道の反響か
らか、同紙は大正14年11月
21日から12月18日までに３
回、C.P.ホームスによる「禁
酒問題研究」と題する記事を
報じている。
【福井新聞大正14年11月21日】
　禁酒問題研究（一）　　　シ、ピ、ホームス
　これから御紙の一部を拝借して、ショウ氏
が與へて下さつた、科學者の手によつてしら
べあげられた酒に就いての問題の書類の抜粋
を成べく多く、ホン訳して發表することを継
續したいと思ひますこれは社會人として知ら
ねばならぬ知識であり、今の多くの人々に最
も欠けた知識だと思ふからであります。
　　　第一回　　
　飲酒家を兩親に持つものは六倍半からの病
弱兒の多數があり、又全く禁酒家の兩親のは
くらべて僅に三割しか死亡兒がありません。
　意志薄弱兒はその飲酒者親族関係に於て、
百人につき五、二パーセントを見る、しかし
禁酒家の親たちの子供には百人に一パーセン
トの僅しか見ないのであります。
　次に肺結核症に就いて云ふと、時□飲酒家
の子供は、百人につき八、七パーセント。
　常習性の飲酒家の子供は十、七パーセント。
　過度の飲酒家の子供は十六、四パーセント。
　極度の飲酒家の子供は二十一、七パーセント。
　正しく、アルコホール（ママ）は、最も大
きく結核症の病菌に重要な活動する有害な協
同者であります。
　癲癇又は発狂性の欠陥子供は節酒家の子供
百人につき二、三パーセントを占てゐる。
　適度の飲酒家の子供は、四、六パーセント。
　多量の飲酒家の子供は九、六パーセント。
　ま酩酊までの大酒家の子供は十九パーセント。
　アルコホールは□□や神経を破□するに手
に手をとるものである。
　これは或る犬に実験をしたのを見ると、ア
ルコホールを飲ませた犬の生んだ狗児は百に
つき十七、四パーセントしか育たないが、ア
ルコホールを飲まさないところの犬の生んだ
狗児は九十、二パーセント育つ性能がある。
【福井新聞大正14年12月５日】
　禁酒問題研究（二）　　　シ、ピ、ホームス
　　　第二回　
◆飲酒家両親の不幸である犯罪はこの場合百
人につき七十五パーセントである。
◆小供（ママ）にとつて、完全に出生出来る
生得権、よく念をかけること完全の訓練をな
図 6　禁酒広告
図 7　禁酒問題研究（一）
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　千五百三人を乗船した汽船タイタニック号は、
座礁したその年、千五百三人の男女は飲酒の
ため八日間しか命が保たれなかった。
　人間がアルコールを病気の原因にして死ぬ
必要はない。疱瘡又はチブスは知らずして誰
でも病気を起こすが、アルコールを飲むこと
を誰も知らずにする者はない。
　十年間に一万四千四百十一人の自殺者は如
何にして死んだといふにアルコールが貢献し
てゐる。
　保険記録の見せる飲酒の寿命を縮めたもの
は十一パーセント。禁酒家は非禁酒家に対し
て何れの点に於てもその働きの上に、男女を
問はず優良な成績を作ってゐる。
　各四人の中、發狂した一人彼は發狂、飲酒
を支拂つた。
　北米合衆国では毎年、アルコールのために
発狂者の厄介に五百三十三万二千四〇七圓の
代価を拂つていた。
　禁酒家は彼の動作をなす前に考慮し、飲酒
家は彼の思考よりも成すことを先にする。
　独逸ハイドバーグに於ける飲酒によれる暴
行（殺人）の統計。サロン（酒場）の犯罪、
六六、五パーセント。街路にての犯罪、七、
八パーセント。家庭にての犯罪、七、七パー
セント不知□では九、二パーセント。
　飲酒に支拂ふための貧困は二五パーセント。
飲酒に支拂つたゝめの乞食は三七パーセント。
飲酒のための小兒の不幸は四五、八パーセン
ト。飲酒して發狂二五パーセント飲酒による
犯罪五〇パーセント。飲酒の原因する離婚
一九、五パーセント。
　アルコールの問題さへ解決すれば、其処に
残る他の社会生活問題は穏かに解決するであ
らう。併して尚且、真に今日この□物だけ解
決すれば、他の問題も解決出来なくない。何
時か安寧を所持し得る前途の望みが安全に有
効に由り来るであらう。アルコールの問題の
解決は飲酒家庭の不幸が大原因である。
　飲酒四六パーセント。不道徳十四パーセント。
病気十二パーセント。
　英国のジョージ王が彼の国民に第一に勅さ
れた制令は「22名誉ある国民の源泉は人々の
すことを飲酒はこれらのすべてをうばつてし
まふものである。
◆六十九パーセントからの才能ある身体を有
する人が、その持続を欠乏さすは如何といふに、
それらの家族に強い酒飲みがあるに因るので
ある。
◆各々三人の夫と離婚した例があるが、それ
は薄情の大ののんだくれであつたからであ
る。アルコールは家庭の難である。
◆四十パーセントといふものはこの場合、ア
ルコールは背徳に支□つてゐる。
◆アルコールの第一の効力は、能力・克己と
を損傷しそして又、自制をゆるめる。
◆アルコールは買得業には、欠くべからざる
使薬である。
◆少しづゝ癖にして酒飲む労働者は毎日八、
七パーセントの効力を減退しつゝあり、飲み
癖の職工は日々、思ひに骨折ることを酒が助
けてゐる。
◆禁酒者の工場における仕事に対しての事故
は飲酒者よりも更に三分の一よりも少ない。
◆アルコールによつて慢性病となつたものの
死体解剖の試験に見出すものは次の結果に相
当する心臓病九十パーセント、肝臓病八十
パーセント、胃の炎症五□パーセント。
◆飲酒の平均して最も大きな病□をもつは保
険□録がそれを表はしてゐる。それは二十五
歳から四十四歳までの飲酒家は普通の保険す
る人々の二、七倍の病□のあるものは屡ゝであ
る。
◆飲酒家の病死者は平均、一般保険者の即ち
二倍半である。（十二月二日訳）
【福井新聞大正14年12月18日】
　禁酒問題研究（三）　　　シ、ピ、ホームス
　　　第三回　
　アルコールによつて肺炎で死□その増大す
る割合は、禁酒者の肺炎をわずらふ者のうち
十八、五パーセントの死。節酒家の肺炎患者
で死すものは二五パーセント。過度の飲酒家
の肺炎を病む者の中、死者五二、八パーセント。
　九年間にアルコール中毒で死んだ者は、チ
ブスと疱瘡で死んだ者よりももつと多い。
北陸地方のキリスト教保育史
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に幼児教育を開始したキリスト教幼稚園が、一定
の評価を得るものの仏教が盛んな地にあって園児
はあまり増えず、中には廃園に至った幼稚園もあ
る。我が子に幼児教育を受けさせたいと思いなが
ら、キリスト教幼稚園であるからと就園をとど
まっていた保護者が多くいた実態が明らかとなっ
た。そのような困難な時もキリスト教の伝道と保
育を行ってきた宣教師たちの熱意に、改めて敬服
の念を抱かざるを得ない。しかし、キリスト教だ
からといって、いつまでも敬遠されていたわけで
はない。むしろ好意的に紙面に発言の場を与えら
れていたことがC.P.ホームス氏の記事から読み
取れる。今後さらに年代と地域を広げながら、今
後も資料の整理と未確認部分の調査を行うことと
したい。
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p1191　
５．福井県　ホームページ　デジタルアーカイブス
　　http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/toukei-jouhou/
archive.html　アクセス　2013年9月20日
６．児玉衣子・菅原創・上垣信子「聞き書き　北陸地方
のキリスト教保育史（1）福井県」『北陸学院短期大
学紀要』2000年第32号　p20
７．これについては、富山県でも同様な現象が生じている。
家庭に置くにある。併して吾々の社会に泰然
とした唯一のフアミリ―ライフを所有するで
あらう。それは国民が剛健で、単純で、しか
して潔白なることでもある。
　何れの市でも子供の環境を支へるに相當す
るやうに、家庭にはそれに全ての代価＿拂は
すことゝ誇り高いことゝ□□してゐるであらう。
それは、誰でも幼少のとき人格品性を作るこ
とは家庭に多大の効果□あるのゝ□□である。
　飲酒は世界のどの國民でも家庭を破壊する
（十二月十五日訳）
　ホームス夫人らが幼稚園教育の中で禁酒を子ど
もに教えることと連動して、市民には宣教師であ
るホームスが禁酒運動の普及に尽力したのであろう。
　宣教師C.P.ホームスは1914年から1937年まで
の25年間、福井の地にあって伝道に従事し人々
と交わりの時を持っていた。上記の禁酒問題研究
会の発足と酒の害を科学的に訴える説明は、教会
内部を超えた市民・県民への強いメッセージと
なっている。それを福井新聞が掲載したのは、福
井商業高等学校での「学生と酒」の講演とそれに
続く概要を紹介する記事の流れを受けたものであ
ろう。ホームスは大正３年の着任以来、自身の子
どもを通じて市民と親しむ機会も多く、新聞に連
載を依頼されるほどに周知されていた。福井着任
11年目の1925年12月19日には、「吹雪の夜　南
國の話」との見出しで、17日夜にホームス邸で
21名が参加した火曜倶楽部23が開かれたこと、翌
年の２月で発足１周年になることなどが掲載され
た。さらに12月25日に「國際連盟とクリスマス」
（12月23日）と題する記事も掲載されるなど、福
井新聞との良好な関係が見て取れる。
　
５．終わりに
　本稿においては新聞や統計書の資料から、J.
K.U.に記載された女性宣教師の幼稚園事業に関
する報告の関連事項と、そこから派生するいくつ
かのトピックスを中心に、時代の動きを追ってき
た。それにより、明治末期から大正半ばにかけ
て、福井県の幼児教育は主にキリスト教と仏教の
二大宗派の幼稚園の設置により、進められてきた
ことを再確認した。さらに、私立幼稚園として先
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20．栄冠幼稚園誌『神さまありがとう』の歴代園長名簿
に、ミセス．ホームスは大正3年10月から大正11年3
月、ミス．ステープルスが大正11年4月から大正15
年7月、ミス．ギレスピーは大正15年9月から昭和5
年3月までと記されている。
　　拙著「北陸地方のキリスト教保育史　－ＪＫＵ年報
からの翻訳と解説（6）－」　『北陸学院大学・北陸学
院大学短期大学部研究紀要』2010年　第2号第１分
冊　p78
21．人物については未確認。ただ、明治期より個人名で
広告を出す例が散見されている。
22．“ 」”が記されていないが、「～潔白なることでもあ
る」までか。
23．会の詳細は未確認。菱本幹事の挨拶、有志の愛唱、
伴東君の長崎の三大行事の話、南極の話、ピアノ弾
奏などがあったと記されている。
富山市の北陸女学校第二幼稚園が閉園した理由は不
明となっており、記念誌などにも記されていない。
考えられるのは、園の近くに新たに仏教系幼稚園が
開設され、自園の園児を奪っていったという記録か
ら判断して、園児減少によるものであろう。
　　拙著　「北陸地方のキリスト教保育史　－JKU年報
からの翻訳と解説（4）－」『北陸学院短期大学紀要』
2007年第39号　p90参照。
８．他の園の保育料、例えば、8年後の大正12年の記録に
ある小浜のメソヂスト西津幼稚園の保育料が50銭で
あることからも、保育料が高いということがわかる。
９．『福井県百年史　通史１』　第六章　幼児教育の拡充
昭和63年　p1191 ～ 1192
10．児玉衣子「聞き書き　石川県のキリスト教保育を
担った人々（１）付：JKU年報1-5号にみる北陸地方
の記録」『北陸学院短期大学紀要』2002年　第34号　p19
11． 『福井市教育五十年史』大正12年の項
12．児玉衣子　「北陸地方のキリスト教保育史―JKU年
報から（2）－」『北陸学院短期大学紀要』2003年　
第35号　p７
13．10段の紙面中3段組みで大きく写真のスペースが取
られている。写真には、装飾されたクリスマスツ
リーとその前に立つサンタクロースの姿があるが、
保存新聞のコピー状態が悪いため、再掲はしていない。
14．【福井新聞　大正14年12月19日】には、「降誕祭や年
末と子供の教育－物を與へるについて充分の注意を
せよ－」と題し、文学士岩見治三郎が、サンタクロー
スの由来を説明し、教育的観点から子供に物を買い
与える親への注意を促している。また、【福井新聞　
大正14年12月23日】には、「クリスマスとサンタク
ロス　それにはこんな物語と教訓があります－」の
記事がある。福井新聞の記者が岩見氏を訪ねてサン
タクロースの話を聞いて紹介するという形で、2回に
わたってクリスマスのプレゼントについて一考を促
すものである。
15．栄冠幼稚園の沿革、年表では、1月と記されている。
日付は記されていない。
16．『福井県教育百年史』「514　幼稚園概況」p1049　
17．山森泉　児玉衣子　「北陸地方のキリスト教保育史　
－ＪＫＵ年報からの翻訳と解説（4）－」『北陸学院
短期大学紀要』　2007年　第39号　ｐ94
18．注17と同じ　ｐ95
19．注17と同じ　ｐ94
